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農
業
連
築
の
農
業
極
端
問
題
岨
的
研
究
ば
従
来
我
闘
に
於
て
殆
ど
試
み
ら
れ
し
事
な
〈
、
此
の
方
面
の
文
献
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
以
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円
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出
し
他
山
の
石
と
す
る
事
に
し
た
い
c

原
著
者
ク
ラ
フ
ト
は
一
八
四
四
年
ウ
ィ
ー
ン
に
生
れ
一
九

O
七
年
同
地
に
逝
い
た
農
墜
者
で
一
八
八
四
年
ウ
イ
1
y
工
科
大
事
の
教
授
と
な
っ

た
人
で
ゆ
め
る
c

著
告
と
し
て
は
前
掲
「
農
業
教
科
欝
」
四
巻
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一
八
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七
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ゾ
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、
開
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及
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呂
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r
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・
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あ
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五
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よ
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吋
を
編
輯
し
、
一
八
九
O
年
以
降

OmZ3・・
5
四
号
-

Z
E吉
見

B
E
E
-
w
E
Z
E
の
監
修
に
営
っ
た
。
ハ
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
二
日
於
鳥
取
)

建
物
資
本

(
C
m
g
豆
島
2
E
F
}
)
は
農
企
業
に
於
て
生
斥
的
友
も
の
で
な
く
、
土
地
の
如
く
そ
れ
自
身

ω
力
で
使
用
慣
値
を
生
や

る
も
り
で
は
な
い
の
そ
れ
は
土
地
生
斥
物
を
適
切
に
底
型
し
損
害
を
防
止
し
、
有
生
無
生
の
農
具
、
資
本
を
保
護
す
る
の
に
役
立
つ
り

み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
敷
地
・
道
路
及
び
そ
の
上
に
建
造
さ
れ
た
築
造
物
(
土
工
・
地
下
建
築
・
地

k
建
築
・
中
庭
・
舗
道
)
よ
り



成
る
。
建
物
敷
地
は
土
地
資
本
中
の
土
地
装
坑

に
似
て
居
り
殆
H

と
損
耗
す
る
市
す
が
た
い
。
築
造
物
は
之
に
反

し
土
地
肥
料
分
資
本
(
回
三

B
忌}]五
C
時
日
約
三
)
芦
田
日
)
に
知
似
し
、
消
耗
は
す
る
が
不
断
の
柿
修
に
よ
竹
之
を
喰
止
め
る
事
が
出
来
、
的

耗
し
査
す
事
は
な
い
ミ
山
阪
総
に
一
一
一
一
コ
一
口
へ
ば
建
物
敷
地
は
土
地
資
本
に
麗
し
建
物
は
同
定
経
鈴
資
本
の
中
に
竿
へ
ら
る
ぺ
き
か
も
知
れ
な

(
民
主
一

2
-
m
S止
込
窓
口
〉

ぃ
。
け
れ
ど
も
此
の
ご
煮
は
相
正
に
不
可
分
に
結
合
し
て
ゐ
る
か
ら
之
を
無
理
に
分
離
す
る
の
は
趨
常
で
な
い
。

そ
れ
の
み
た
ら
や
、

経
的
国
王
の
立
場
か
ら
青
山
J

て
敷
地
の
負
婚
は
建
築
山
口
と
同
ヒ
作
用
を
話
す
。
数
地
守
土
地
資
本
中
に
含
ま
し
め
る
な
ら
ば
、

そ
の
同

へ
認
託
1
)

此
の
駄
に
つ
い
て
は
ラ
ウ
ル
が
攻
の
校
友
例
を
皐
げ
て
説
明
し
て
ゐ
る
，

績
が
大
会
L

く
友
る
説
そ
の
負
帥
憶
が
軽
く
な
る
市
中

κた
る
。

即
ち
或
る
農
業
者
が
農
場
を
五

0
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0
0
マ
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ク
で
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っ
た
と
す
る
の

彼
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村
に
管
理
事
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建
て
る
た
め
て
小
方
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に
付
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0
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(
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敷
地
を
他
の
土
地
と
混
同
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
建
物
投
資
の
経
営
に
於
け
る
霊
み
が
不
明
瞭
に
な
る
。
道
路
に
つ
い
て
も
同
校

で
あ
る
。

農
業
経
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義
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農
業
経
営
に
於
け
る
建
物
の
意
義

凹

建
物
資
本
を
経
営
の
要
求
す
る
高
さ
に
常
に
維
持
す
る
た
め
に
は
絶
え
や
費
用
を
投
じ
て
そ
の
維
持
・
修
理
を
箆
す
外
、
建
物
の

更
新
に
備
へ
て
改
築
用
償
却
基
金
を
積
立
て
れ
料
ば
な
ら
な
い
。
此
の
積
立
金

ω
額
は
建
物
の
投
資
額
及
び
使
用
年
限
に
よ
り
定
る
。

如
何
な
る
場
合
で
も
、
建
物
が
使
用
不
能
に
な
る
起
の
期
間
内
に
(
損
耗
が
普
通
と
し
て
〉
償
却
が
潟
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。
又
、

建
物
資
本
は
酌
風
・
地
誌
・
陥
波
等
は
別
と
し
て
も
火
災
及
び
水
害
に
よ
り
潰
滅
す
る
。
か
L

る
損
害
は
保
険
に
よ
っ
て
橡
防
さ
れ

る
3

従
っ
て
、
規
作
あ
る
経
替
に
於
て
は
毎
年
の
経
替
収
入
の
中
か
ら
一
定
の
建
物
費
削
ち
建
物
資
本
の
利
子
及
び
償
却
究
が
引
去

ら
れ
、
そ
の
他
、
修
持
費
・
保
険
山
口
・
家
屋
税
が
流
通
資
本
中
か
ら
支
梯
は
れ
る
。
故
に
建
物
資
本
は
単
に
生
産
的
な
ら
ざ
る
の
み

た
ら
歩
、
結
納
百
牧
入
中
よ
り
利
子
及
び
償
却
費
を
支
榔
は
し
め
、
流
組
資
本
の
一
部
を
之
が
柿
修
・
保
険
の
た
め
に
割
か
し
む
る
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
建
物
は
他
の
資
本
と
典
、
り
粧
替
の
負
捻
と
な
る
。
し
か
し
建
物
、
就
中
給
水
施
設
・
町
一
塀
等
の
境
界
施
設
・
橋
・

道
路
等
が
殆
ど
凡
て
の
農
業
生
陀
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
事
は
忘
却
出
来
、
な
い
。
土
地
は
建
物
施
設
を
候
っ
て
始
め
て
生
花
的
と
な

ヱv
。経

器
用
建
物
は
そ
の

H
的
に
最
も
よ
く
趨
ふ
如
く
建
て
ら
る
L

を
要
す
る
。
そ
れ
は
人
間
と
動
物
の
健
康
的
に
し
て
合
理
的
な
病

所
と
な
り
(
住
居
・
高
合
寸
生
用
手
段
及
び
生
爪
物
を
安
全
に
保
管
す
る
場
所
と
友
り
(
倉
時
)
、
生
売
物
の
市
出
現
・
加
工
を
脊
口
勿

に
す
る
(
作
業
場
)
。

建
物
は
経
費
の
賠
で
多
か
れ
，
少
か
れ
粧
的

κ
と
っ
て
負
捨
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
便
に
な
ら
ぬ
限
り
そ
の
教
を
減
じ
大
き

さ
を
縮
少
し
、
建
築

ω方
法
と
構
識
に
工
夫
し
て
そ
の
経
費
節
減
に
努
む
べ
き
で
あ
る
。
飴
り
小
さ
過
ぎ
て
不
便
で
は
役
に
立
た
や
却

っ
て
無
償
航
と
な
る
が
、

さ
り
と
て
大
き
過
ぎ
て
整
滞
日
仏
亘
る
建
物
は
不
純
情
で
あ
る
。
飴
り
に
杭
授
の
掛
る
建
物
で
は
建
物
代
が

入
主
農
場
地
代
を
呑
込
ん
で
し
ま
ふ
事
に
な
る
。
建
物
の
新
築
は
、
特
に
粧
替
資
本
の
潤
搾
な
ら
ざ
る
時
は
、
必
要
の
最
低
限
に
止
む

ぺ
き
で
、
耕
作
の
改
持
・
土
地
改
良
K
充
て
ら
れ
た
資
本
は
建
物
に
投
下
さ
れ
た
資
本
よ
り
も
多
く
の
利
潤
を
生
む
も
の
で
あ
み
。

建
物
の
教
と
大
き
さ
は
、
気
候
・
農
場
の
肢
さ
・
経
皆
方
法
に
よ
り
定
る
が
、
各
用
途
持
に
別
々
の
建
物
を
設
け
る
か
或
は
一
蹴



の
建
物
を
多
く
の
刑
誌
に
充
て
る
か
に
土
ワ
て
も
左
右
さ
れ
る
。

小
さ
な
山
岳
極
皆
ハ
。
。
rM円
寝
耳
目
『

z
r
m
p
u
で
は
気
候
の
関
係
上
住
宅
・
富
田
舎
・
納
屋
を
一
つ
の
棟
に
組
め
る
姿
が
あ
る
。
気
候
が
そ
れ
程
烈

し
〈
な
い
所
で
は
、
防
火
を
考
曜
し
少
く
も
一
住
居
と
音
舎
を
分
離
し
、
梁
木
を
節
約
す
る
た
め
に
街
生
上
多
少
の
懸
念
が
あ
る
と
し
て
も
畜
舎
の

{
認
ぜ
〉

二
階
を
乾
草
・
穀
物
の
置
場
と
す
る

2
・
5
2
2
0
F己
早
耳
切
品
・
ロ
H
w
m
-
H
S
R
)
C
経
営
が
大
き
く
な
る
程
建
物
を
多
数
の
棟
に
分
け
る
方
が

有
利
に
な
る
。
即
ち
さ
う
す
れ
ば
、
中
庭
の
虞
さ
と
そ
の
表
面
の
構
造
、
盤
-
屋
根
・
天
井
の
耐
火
性
、
同
一
の
俸
梁
病
の
危
険
に
師
噂
さ
れ
て
ゐ

る
動
物
の
た
め
畜
舎
を
分
離
す
る
事
等
に
つ
い
て
考
慮
を
梯
ふ
事
が
出
来
る
。
農
場
管
理
人
、
使
用
人
、
日
雇
第
働
者
は
一
つ
の
住
宅
に
泊
め
て

も
よ
い
し
或
は
家
族
毎
に
別
h

の
住
宅
に
泊
め
て
も
よ
い
。
動
物
も
、
全
部
一
棟
に
入
れ
て
も
よ
い
し
或
は
役
畜
舎
と
用
畜
舎
主
を
分
ち
、
更
に

特
別
の
牝
牛
舎
・
償
金
口
・
牡
牛
舎
・
緬
羊
含
・
豚
舎
、
叉
夫
#
の
飼
精
霊
・
搾
坑
宗
一
等
を
設
け
て
も
よ
い
。
器
具
・
機
械
・
裂
動
機
及
び
貯
駿
物

の
保
存
の
た
め
に
一
一
線
乃
至
数
棟
の
建
物
が
設
け
ら
れ
る
。

農
場
の
設
定
に
際
し
、
如
何
な
る
新
築
・
横
藤
が
必
助
主
で
あ
る
か
、

の
大
き
さ
を
指
定
す
る
。

そ
の
た
め
幾
何
の
資
本
が
必
嬰
で
る
る
か
を
知
る
た
め
建
物

し
か
し
そ
の
前
に
先
づ
粧
惇
計
蓑
を
樹
て
、
作
物
の
種
類
と
面
積
、
用
斉
・
役
帝
の
稀
類
と
数
、
抗

κそ

と
で
働
く
者
の
教
を
定
め
ね
ば
友
ら
な
い
。

住
宅
の
大
き
さ
は
一
般
に
、
耕
作
の
進
歩
一
に
従
ひ
増
大
し
、
宿
泊
す
る
人
数
、
監
督
者
の
数
、
使
用
人
が
未
婚
取
り
や
既
婚
な
り

ゃ
、
附
労
働
者
の
家
族
も
泊
る
や
否
ゃ
に
よ
り
定
り
、
企
業
者
故
に
そ
の
協
力
者
・
助
手
の
生
活
科
度
に
も
関
係
が
あ
る
。
し
か
し
て

農
場
主
の
住
宅
が
そ
の
債
値
か
ら
一
一
国
一
口
っ
て
粧
潜
に
必
要
な
他
の
建
物
を
は
る
か
に
凌
駕
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
之
を
農
業
用
建
物
資

本
と
し
て
社
上
す
べ
か
ら
ざ
る
事
も
あ
る
の
に
好
意
ぜ
か
ば
な
ら
な
い
。

経
営
集
約
度
が
高
ま
れ
ば
之
に
件
ひ
批
判
K
落
合
の
大
き
さ
が
増
大
す
る
。
放
牧
粧
替
に
あ
っ
て
は
冬
季
円
余
市
を
泊
め
る
た
め
の
簡

単
な
畜
合
を
川
ふ
る
の
み
で
あ
る
。
合
飼
ハ
mw
仲間四ロ}戸巳
E
E
m
p
に
あ
っ
て
は
之
に
反
し
高
令
の
梼
活
及
び
設
備
に
封
す
る
要
求
が
大
と

な
り
、
兆
一
し
い
助
合
に
は
家
務
の
荷
類
む
に
か
作
年
齢
階
級
別
の
高
合
を
必
嬰
と
す
る
に
至
、
乙
。
~
品
川
合
の
L

へ
き
さ
は
、
円
余
市
tu

数
、
刊
号

農
業
経
営
に
於
け
る
建
物
の
意
義

一五

畜合に闘する具睦的且つ詳細な説明が 102-111頁tこ記述されとゐる J(詩話J



農
業
紹
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

ー.ー・ノ、

議
一
頭
営
内
有
川
税
、
飼
養
・
管
理
抗
巴
肱
肥
庖
珂
の
方
法
に
上
っ
て

tH
る
(
由
・
】
山
ゐ
・
口
?
目
2
N
C勺

E
E
z
d・]。
-
K
F
Z
片山・

回
巾
岡
山
・

一戸山町]{∞
w
3
・]【(}∞)。

倉
山
(
穀
倉
・
納
民
・
間
蹴
・
野
菜
貯
政
時
・
肥
料
置
場
・
車
庫
・
物
置
)
の
大
き
さ
は
格
納
す
べ
き
貯
蹴
物
及
ぴ
器
共
機
械
の

畳
と
師
値
が
大
と
な
る
科
大
と
・
た
り
、
反
引
に
交
泊
と
市
場
の
使
に
高
ま
れ
速
か
に
生
産
物
を
販
冒
し
或
は
必
要
品
を
購
買
し
拘
る

程
小
と
な
る
~
叉
、
作
業
場

ω
大
き
さ
は
、
経
詩
集
約
ぃ
肢
が
高
ま
り
生
産
物
の
庭
理
(
乾
燥
室
、
打
穀
場
、
飼
料
室
、
製
陥
場
、
農

中
川
加
工
場
)
精
謹
(
洗
機
場
〉
加
工
及
製
造
ハ
鍛
冶
場
、
醸
造
場
、
鞍
工
室
、
仕
事
場
〉
或
は
更
に
給
水
施
設
(
井
戸
、
揚
水
悲
山
眠
、

導
水
装
置
〉
燈
火
及
動
力
施
設
(
汽
健
室
、
電
銭
安
、
停
導
設
備
)
交
泊
施
設
〔
道
路
、
軌
道
、
舗
装
等
、
電
話
〉
が
大
仕
掛
に
た

る
棋
大
と
友
る
。
し
か
し
之
等
の
も
D
は
或
る
程
度
以
上
は
無
く
と
も
摘
む
も
の
で
あ
る
。

今
日
の
大
経
営
で
は
納
屋
を
屋
敷
内
に
設
け
る
の
は
特
別
な
事
情
な
き
限
り
損
で
・
あ
っ
て
寧
ろ
之
を
農
場
内
の
麹
蛍
な
地
鈷
に
設
け
る
方
が
よ

い
。
さ
う
す
れ
ば
枚
麓
労
働
を
師
約
し
得
る
の
み
で
な
く
、
穀
物
を
圃
上
に
堆
積
し
た
り
或
は
図
上
で
打
穀
し
た
り
す
る
事
か
ら
生
ず
る
損
失
を

避
け
る
事
が
出
来
る
。
納
屋
の
は
跡
式
主
構
法
は
免
づ
第
一
に
気
候
に
制
約
さ
れ
る
。
牧
穫
期
間
中
殆
ど
雨
の
な
い
ス
テ
ッ
プ
地
帯
で
は
納
屋
の
必

要
が
な
い
。
雨
が
そ
れ
穆
稀
で
な
い
地
方
で
は
少
く
と
も
夏
作
物
及
び
そ
の
飼
籾
向
盟
関
科
の
た
め
に
納
屋
が
要
る
。
気
候
良
好
な
ら
ざ
る
所
で
は

飼
掛
叉
は
援
護
用
の
藁
科
の
損
失
を
避
け
る
た
め
に
図
上
の
納
屋
が
適
蛍
で
あ
る
。
穀
物
・
盟
照
明
押
・
乾
燥
の
納
屋
は
大
鐙
普
通
の
枚
穫
高
の
仇
l

u程
度
を
之
に
牧
納
し
得
る
を
以
て
回
途
と
す
る
。
一
シ
ョ
ッ
ク
(
懇
話
!
六
O
東
を
い
ふ
)
の
多
穀
に
必
要
な
納
屋
の
容
積
は
卒
均
七
・
五
立

方
米
、
一

O
O
東
で
は
二
一
・
二
五
立
方
米
と
な
る
。
夏
穀
一
シ
ョ
ッ
ク
は
六
・
五

O
立
方
米
、

-
O
O東
で
は
一

0
・
八
立
方
米
、
四
頭
仕
立
馬

車
一
塁
分
の
助
一
旦
・
乾
草
・
ク
ロ
ー
バ
ー
は
一
八
立
方
米
で
あ
る
。
冬
毅
一
陪
の
攻
獲
高
に
釣
す
る
納
屋
の
大
き
さ
は
一

O
O
l
一一

O
立
方
米
、

夏
毅
一
昭
に
劃
し
て
は
五
O
|六
O
、
豆
類
・
乾
草
;
ク
ロ
ー
バ
ー
一
隔
に
糊
到
し
て
は
八

O
|九
O
立
方
米
で
あ
る
。
其
他
穀
倉
・
貯
臓
障
の
必
要

ヘ
認
詑
)

に
就
い
て
は
出
品
・
同
h
k
p
o
宮円
F
E
M
E
M
Z
参
照
。
厩
肥
溜
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
大
家
畜
一
一
銅
に
つ
舎
一
一
一
平
方
米
と
い
ふ
数
字
が
あ
る
。
水
肥
溜

は
厩
肥
溜
の
面
積
の

h
l
hで
あ
る
。
ル

ν
ト
グ
ア
ル
(
』
・

F
E
-
4
3日
目
〉
に
よ
れ
ば
穀
物
ザ
シ
ヨ
ヲ
グ
常
り
の
倉
庫
の
大
き
き
及
び
そ
の
建
築

費
は
弐
の
湿
り
で
九
る
(
同
)
円
-
k
r
・@口『官。
-SHe
ぐ
2
F日=日間ロロ向島

z
rロ品巧・同
Mg島
己
主
。
ロ

M
g島
P
E
E
S
2
w
∞・回日」。

{蒋註〉 肥料舎につL、ては附. 19:~・5. 共仙については第10章の各慮に具想的日つ詳細
な言自主Eがある。
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さ

器
具
機
械
の
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納
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す
る
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ョ
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用
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一・耳目
1
ム一・
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E
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0

一・一
!
i
一・ヨ一・穴

高
さヨ・五

s
・回
=一・
0

プ
ラ
ウ
)
蓑
に
約
三
卒
方
米
の
面
積
が
要
る
。
砕
土
機
は
縦
に
立
て
る
か
上
下
に
重
ね
る
と
し
て
約
0
・
五
卒
方
米
、
馬
車
は
約
一
入
卒
方
米

で
あ
る
。
道
具
は
鱗
の
如
〈
重
ね
て
置
い
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
、
長
さ
と
隔
が
三
五
糎
の
小
器
具
で
も
五

O
纏
位
の
場
所
を
成
る
べ
き
で
あ
る
。

塁塁塁
肥
岨
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事
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蒸
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蒸
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五

0

・
九
一
一
穴
・
同
一
間

0

・
穴
九
四
・
八
一
z

0
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建
物
資
本
の
額
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
は
必
嬰
に
し
て
充
分
な
大
き
さ
の
外
、
そ
の
建
築
法
が
問
題
に
な
る

物
の
円
的
、
気
候
、
入
手
し
得
る
建
築
材
料
、
火
災
・
水
容
に
封
す
る
闘
慮
の
如
何
に
よ
っ
て
具
る
。

農
業
経
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

之
は
、
そ
山
佳

一
般
的
丘
一
一
口
っ
て
、
建
物
は

七



農
業
綿
一
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

八

出
来
る
限
り
探
聞
に
諮
ら
る
べ
く
建
築
山
口
は
故
低
限
度
に
止
む
べ
き
で
あ
る
。
高
偵
-
及
生
原
物
を
貯
賊
す
る
建
物
例
へ
ば
穀
倉
は
、

他
の
円
的
の
建
物
よ
り
も
墜
常
に
、
俄
の
戸
や
窓
を
附
し
た
石
迭
と
さ
れ
る
。
烈
し
く
寒
い
筑
候
の
下
で
は
住
宅
及
び
斉
舎
は
大
友

る
掩
護
力
を
嬰
求
せ
ら
れ
、
県
同
に
建
て
ら
れ
る
。
山
岳
地
帯
で
は
住
宅
及
ぴ
農
合
は
経
費
を
嬰
す
る
に
拘
ら
や
一
一
概
に
餌
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
建
物
が
分
散
し
て
居
る
と
降
雪
の
際
利
用
が
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
雲
の
多
い
地
方
で
は
尾
根
の
傾
斜
を
な
に

せ
ね
ば
な
ら
向
。
各
暖
き
地
方
で
は
、
料
く
て
宗
試
の
流
通
良
き
建
物
、
例
へ
ば
壁
の
な
い
或
は
市
謹
り
の
畜
合
で
も
間
に
合
ふ
。

建
物
を
分
離
し
て
建
て
る
場
合
に
は
飴
り
上
等
で
な
い
材
料
・
骨
組
を
用
び
て
も
差
支
な
い
が
、
出
判
集
し
て
建
て
る
時
に
は
火
災
輪
開

防
上
、
石
材
・
煉
瓦
又
は
餓
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
ひ
、
藁
屋
根
で
な
く
瓦
照
根
と
す
る
必
要
が
あ
る
e

高
合
の
場
合
、

コ
ン
ク
リ

ー
リ
や
粗
石
は
冷
い
上
に
安
気
の
流
組
が
良
く
な
い
か
ら
用
ひ
ざ
る
を
可
と
す
る
ハ
特
に
豚
合
は
)
。
之
に
は
煉
瓦
・
土
佐
一
ハ
令
網
の

上
に
粘
土
を
塗
る
)
又
は
之
と
類
似
の
も
の
が
よ
い
。

滋
潤
な
気
候
に
於
て
は
千
滑
な
惜
一
と
平
坦
に
し
て
丈
夫
な
屋
根
と
し
、
不
必
要
な
修
絡
な
避
け
る
。
比
較
的
屡
々
粧
替
組
織
の
皆

更
が
同
局
さ
れ
る
事
が
橡
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
健
か
の
改
造
で
種
々
の
用
途
に
轄
換
せ
し
め
件
る
様
に
建
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば

簡
単
に
小
合
に
改
遣
し
得
る
羊
合
、
或
は
容
易
に
高
合
に
改
造
し
得
る
納
尿
紘
一
1

建
物
の
利
用
促
値
は
そ
の
大
き
さ
と
建
築
方
法
だ
け
で
定
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
外
に
原
敷
ハ
出
色
)
の
依
置
と
敢
、
建
物
と

中
庭
の
閥
係
及
び
原
一
般
の
設
備
が
問
題
に
な
る
。

同
町
敷
の
依
置
を
撰
内
応
す
る
に
営
つ
て
は
建
物
の
敷
地
と
し
て
趨
営
、
な
り
や
、
叉
経
桝
的
位
置
と
し
て
は
ど
う
か
を
考
へ
ね
ば
友
ら

な
い
。
同
町
敷
は
、
千
畑
山
一
に
し
て
交
通
の
便
良
く
、
様
相
な
ら
や
ハ
地
下
水
伶
高
過
ぎ
や
)
水
寄
の
危
険
な
き
場
所
に
設
く
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
他
特
に
健
康
的
念
場
所
で
あ
り
、
民
放
内
の
飲
料
水
・
用
水
・
防
火
用
水
の
需
要
を
湘
し
作
る
位
置
た
る
事
に
も
伺
立
を

要
す
る
e

滋
刊
に
し
て
不
衛
生
な
場
所
友
る
時
は
排
水
に
よ
っ
て
之
を
乾
燥
さ
せ
作
る
。
暴
風
は
同
町
敷
の
問
閣
の
樹
木
で
防
ぎ
得
る

か
ら
、
集
候
酷
烈
な
地
方
に
於
て
は
用
般
を
傑
の
ま
L
に
し
て
置
か
や
樹
木
で
保
護
す
る
。

U
A

、
山
岳
地
帯
に
が
、
て
は
鼠
敷
を
谷
間



‘・.

さ
う
す
れ
ば
、
牧
礎
物
の
乾
燥
草
是
に
比
べ
一
一
倍
も
重
い
厩
肥
(
同

)
E
T司
ノ
は
之
を
山
の
上
か
ら
下
に
運

び
、
料
い
牧
穫
物
は
下
か
ら
ト
一
へ
運
ぶ
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
水
が
欠
乏
す
れ
ば
火
災
の
危
除
が
多
く
た
る
の
で
建
築
授
が
高
く
な

り
保
険
料
も
割
高
と
な
る
。
水
を
件
る
に
は
水
最
盟
宮
で
清
潔
な
川
か
ら
ポ
ン
プ
又
は
釣
瓶
で
汲
上
げ
る
む
が
一
番
容
易
で
あ
る

ヲ

ム

(

認

註

1
)

〈
}
出
・
ロ
?
出
巾
吋
N

戸市宮]・

m-ug。
建
物
の
下
方
ま
で
水
を
引
い
て
来
て
そ
れ
か
ら
水
槌
ポ
ン
プ
(
距
離

K
O
O
i六
O
O米、
h
H
同

(
朝
刊
誌

2
)

さ
六

O
米
、
揚
水
の
尚
さ
は
落
差
の
三

O
傍
ゾ
叉
は
岡
山
車
(
ポ
ン
プ
又
は
揚
水
車
民
町
内
}
布
吋
束
中
戸
。

1
4・3
r
と
連
結
)
を
刷
ひ
て
揚
水

す
る
の
は
金
が
掛
り
、
州
民
地
の
排
水
は
利
用
に
誼
せ
歩
、
雨
践
を
得
に
溜
め
る
の
で
は
査
が
不
充
分
で
あ
り
、
又
揃
で
水
を
運
ぶ
の

に
設
け
や
両
宗

κ置
く
。

は
制
端
に
粧
品
H

を
要
す
る
。

水
の
治
相
ぱ
量
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

成
人
一
人
に
付
〈
炊
事
用
、
飲
用
、
洗
四
倍
問
、

居
間
一
一
回
に
付
ペ
水
洗
及
び
畜
舎
掃
除
引
を
含
む
)

牛
一
一
回
に
付
(
乾
燥
飼
桝
給
輿
且
つ
同
右
〉

グ
ヘ
或
る
期
聞
は
青
草
給
輿
旦
つ
同
右
〉

役
牛
叉
は
牡
牛
一
一
回
に
付

隊
V
〈
は
制
羊
}
顕
に
付
(
水
洗
及
び
虫
田
舎
掃
除
問
を
含
む
」

庭
の
海
水
一
一
砕
方
米
に
付

一
日
〈
立
U

-
O
l
一E
き
l
天

E
o
l
E凡
so--雲
七

G
i
g

-一l
E

?
o
l
四・
o

一
年
(
立
方
米
v

E

・
室
|
豆
・
豆

一λ
1
l
一一一

又
よ
一
一

一一!二一

一一宜上一九
一!一一

純
情
的
方
師
か
ら
考
へ
れ
ば
、
民
敷
の
位
置
は
村
落
又
は
交
通
路
ハ
道
路
・
運
何
・
河
川
・
鰐
遺
)
の
近
く
で
あ
る
の
が
生
熊
物

の
奴
蛍
、
附
労
働
力
の
居
情
、
仲
町
難
の
故
防
に
便
利
で
あ
る
。
火
災
の
危
険
は
大
と
な
る
が
火
災
の
誕
生
を
橡
防
す
る
の
は
比
較
的
本

易
で
あ
る
。
父
、
壊
校
と
数
合
へ
も
容
易
に
行
け
る
所
が
よ
い
。
農
地
の
利
則
方
法
に
つ
い
て
は
、
屋
敷
は
農
場
の
中
心
へ
に
布
る
の

水位援を利用し何等動力を用ひず自働的に揚水するボ y プで;bる 3
箱を鎖の如〈連結したものはヒ支の農村で多〈見る〉かと思ふ 3

が
便
利
で
あ
り
耕
作
山
抑
制
、
に
闘
し
て
は
屋
敷
の
す
ぐ
隣
り
に
庭
園
及
び
芝
生
、
そ
の
次
に
刷
、
牧
草
地
、
放
牧
地
、

君子
遠
ν、
所

(謬註 1) 
(謬註2) 

を
森
林
と
す
る
の
が
よ
い
F

岸
一
致
を
中
央
に
置
け
ば
非
生
点
的
友
往
復
の
道
棋
を
最
小
友
ら
し
め
、
と
れ
に
よ
り
人
寸
前
の
努
働
力
を

農
業
経
営
に
於
け
る
建
物
の
意
義

九



農
業
紹
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

無
駄
な
く
利
用
出
来
、
牧
略
物
及
び
肥
料
の
運
搬
も
扶
短
距
離
で
栴
む
。
耕
作
山
都
合
に
よ
っ
て
は
民
政
そ
農
場
の
一
方
に
片
寄
せ

J!'l 
() 

て
設
け
て
も
亦
そ
れ
税
不
利
保
で
は
友
い
が
、
間
同
般
の
併
置
が
中
央
に
在
れ
ば
見
廻
り
ゃ
監
督
に
便
利
で
あ
り
排
地
を
一
様
に
利
則

仁
作
る
が
、
斤
守
っ
た
位
置
の
場
合
に
は
速
い
耕
地
を
粗
放
的
に
経
後
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

農
道
網
は
尾
敷
乞
各
耕
地
と
連
結
し
各
耕
地
の
一
断
込
賠
ハ
国
与
『

5
5関与
g
r
5
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
粧
替
に
便
な
る
様

に
之
が
計
査
を
樹
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
農
道
の
数
と
幅
は
土
地
を
節
約
す
る
た
め
耕
作
に
不
便
な
ら
ざ
る
限
り
節
約
す
る
。
主
農
道

は
必
や
舗
装
し
飴
り
大
友
る
傾
斜
の
友
い
様
に
、
叉
必
要
あ
る
時
は
車
道
と
し
て
用
ひ
侍
る
様
溝
渠
に
は
充
分
、
な
橋
を
架
け
、
凹
凸

そ
れ
は
耕
作
に
.Lγ

使
な
三
角
地

の
な
い
棋
に
川
崎
均
じ
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
副
農
道
は
鋭
角
で
な
く
直
角
に
照
曲
す
る
様
に
す
る
。

(
棋
形
地
)
の
生
や
る
の
を
避
け
る
た
め
で
る
る
。
各
緋
地
の
踏
込
貼
に
つ
い
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
道
路
は
耕
地
の
短
沿
に
で
は

短
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

な
く
長
訟
に
沿
っ
て
設
け
る
方
が
よ
い
。
そ
れ
は
、
高
力
を
最
も
多
く
要
す
る
肥
料
率
と
牧
穫
車
の
岡
上
に
於
け
る
索
引
距
離
を
故

例
へ
ば
面
積
一

0
0
0
卒
方
米
の
耕
地
が
二
筆
あ
り
と
し
、
有
一
事
の
厩
肥
(
一
車
鴬
り
八
O
O斑
)
を
間
隔
一

O
米
距
離
五
米
で
二

O
筒
所
に

二
0
0砥
づ
っ
配
る
古
智
正
す
れ
ぼ
車
道
の
位
置
が
閣
の
A
と
B
の
二
つ
の
場
合
に
於
け
る
画
上
の
遼
搬
距
離
は
弐
の
通
り
と
な
る
。

権

鶴

岡

上

の

距

離

数

無

荷

計

米

米

一一
O

八

七

・

五

一

七

E

-

A

F

宝

・

0

布。

一

七

百

『

・

O

「

克

(

)

一

回

一

一

・

五

一

C
E

A

口一一
F

計

吉

一

旦

一

一

・

E

一三一五

聞
土
的
態
搬
距
離
は
道
路
か
ら
堆
積
姑
ま
で
の
距
離
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
幾
何
級
数
的
に
増
大
す
る
。
仰
を
な
れ
ば
、
後
三
皐
は
前
の
事
の

踊
っ
た
所
を
も
う
一
度
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

E玉

A 

。〉

A、
仁3

四
(
)
0
0

ニハ
()O

一
六
(
)
O

λ
0
0
 

回

o
o
c

場

B 

の

場

一
壁
歎

一
塞
蛍
片
道米

一
七
・
豆

一
占
・
耳

ヨ
七
・
茸

ヨ王ー一三=ニユ豆王

.， 

負

荷米
八
七
・
五
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七
一
且
・
。
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一七一一・
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農
山
吋
が
規
則
的
な
形
で
あ
り
日
つ
い
陀
敷
が
そ
の
中
央
に
伏
す
る
・
な
ら
ば
、
六

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
迄
の
農
場
は
一
つ
の
用
敷
で
足
り

る
。
政
均
が
更
に
大
き
い
か
或
は
不
規
則
な
形
を
し
て
ゐ
る
時
に
は
、

尿
敷
か
ら
遠
方
の
耕
地
ま
で
作
業
に
問
掛
け
た
り
、

収
穫
物

人
中
散
に
と
っ
て
飴
り
に
多
く
の
時
間
門
出
設
費
と
校
る
。
従
っ
て
役
蔀
の
た
め
の
簡
易
玄
則
合
、
放
牧
し
て
ゐ

、
ゥ
ヲ
ト
ホ
l
7

る
制
羊

ω
た
め
の
街
合
、
肋
収
穫
物
収
納
用
の
間
上
納
屋
、
更

κ或
は
農
場
の
事
情
に
よ
っ
て
は
数
例
の
間
敷
、
即
ち
主
目
開
放
の
外
に

キ
l
ペ

シ

ホ

1

7

?

ウ

セ

シ

ホ

i
フ

副
日
町
一
敷
ハ
分
場
、
外
展
敷
、
緬
羊
国
民
敷
)
を
遠
隔
地

κ設
け
る
の
が
有
利
で
る
る
。
主
日
m敷
に
は
企
喰
北
刊
の
住
宅
、
牝
牛
合
、
牝
綱

を
運
ん
だ
り
す
る
の
が
、

羊
合
、
弱
合
、
穀
倉
が
設
け
ら
れ
、
副
居
敷
に
は
役
・
牡
牛
合
、
牡
綿
羊
合
、
韓
合
を
設
け
る
、
伺

l
、
何
料
作
物
の
生
育
欣
況
や

工
場
が
近
く
に
あ
る
等
の
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
。
他
人
の
土
地
に
抜
ま
れ
た
細
長
い
農
場
ゃ
、
或
は
各
市
幅
一
に
分
散
し
て

ゐ
る
技
場
に
あ
っ
て
は
二
又
は
そ
れ
以
上
の
用
敷
を
設
け
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
屡
々
あ
る
が
、
之
と
反
到
に
排
地
整
理
の
よ
く
出
来
て

ゐ
る
場
合
に
は
一
つ
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
田
町
殻
の
数
を
櫓
せ
ば
、
取
に
建
物
資
本
た
大
に
す
る
の
み
で
な
く
、
農
H
A
ベ
や
位
以
H
4
のの

教
を
も
増
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
た
る
。

長
舎
か
ら
耕
地
支
で
の
距
離
の
電
要
性
に
つ
い
て
は
先
づ
チ
ウ
ネ
シ
が
之
を
致
的
に
抑
揚
せ
ん
正
試
み
た
〔
白
色
ロ
ユ
与
さ
ロ
ヨ
E
Z
P
ロ
号

吉
正
2
0
m
g巳
e
R
q
3
0
後
に
同
)gnF己
完
及
同
】
2
5
5ロ
が
こ
れ
に
つ
い
て
の
計
算
今
一
矯
し
た
門
阿
国
々
E
G市
民
品
目
。
含
ニ
伊
豆
主
え
E
E
E
t
r
B

J
1

巾『}同笹口百四

E
E
w
g
g
z
g
m
g
-
F
Z
2
E
r
g
m
g
-
∞
企
〉
。
即
ち
、
五
l
六
分
で
達
し
得
る
七
五
三
・
二
米
の
防
隊
か
ら
出
設
し
、
一
一
一
六

七
・
大
米
を
増
す
毎
に
鶴
田
働
費
は
次
の
如
ノ
¥
遜
掛
唱
す
る
と
言
っ
て
ゐ
る
。

人

カ

四

%

間

籾

運

搬

一

六

・

0
|三
六
%

耕

転

向

Mm

欣

獲

物

運

搬

一

7
入
!
二
四
%

Z
E
L
は
最
近
新
し
い
計
算
を
し
て
ゐ
る
(
吋
・
間
宮
島
"
一
g
o
E
d
L司
・
司
円
D

《H
Z
E
Z
E
r
o坪
2
・
F
2
2出
回
受
舌

5
r
品
目
。
出
口
H
r
z
g
d
品
g

t〈

E
8
Fえ
gro門2

2『
問
。
-
L
E
2
-
2
5《士一
g
φ
E
S
N昌司同
wsrzmE目
。
ロ
・
当
日
出
自
己

S
E
-
-

こ
れ
に
よ
る
と
農
舎
か
ら
の
距
離
剛
が

-
0
0

米
を
増
す
毎
に
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
付
一
五
・
二

0
マ
ル
ク
だ
け
費
用
が
験
計
に
掛
る
。
叉
、
農
場
か
ら
市
場
〈
停
車
場
)
ま
で
の
距
障
が
大
と

な
る
時
め
費
川
町
増
加
に
就
い
て
は
四

O
O米
に
つ
き
率
一
寮
特
E
O
-
-
一
一
一
マ
ル
ク
と
い
ふ
数
値
を
算
出
し
て
ゐ
る
。

良
品
一
白
か
ら
の
開
離
が
大
で
あ
る
事
か
ら
生
ず
る
不
利
径
は
、
肥
料
及
び
枚
穫
物
の
運
搬
の
際
に
重
要
で
あ
り
、
農
耕
作
業
に
つ
い
て
は
左
程
重

農
業
経
営
に
於
け
る
建
物
の
意
義

-L
 

hυ
『



農
業
経
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

四

大
で
な
い
。
農
耕
作
業
の
場
合
、
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
駄
な
距
離
は
農
地
の
長
き
だ
け
短
縮
さ
れ
る
し
、
そ
の
他
、
登
食
時
に
は
役
畜
を

そ
の
ま
L

北
九
慮
に
放
っ
て
置
い
て
よ
い
。
農
舎
か
ら
耕
地
ま
で
卒
均
一

0
0
0米
ハ
往
復
三
二
分
及
荷
積
四
三
分
、
計
七
五
分
J

の
場
合
、
一

0

時
間
に
牧
穫
物
叉
は
肥
号
運
搬
し
て
八
雲
往
復
出
来
る
時
(
医
院
|
)
、
距
離
が
五
O
O
米
滑
大
す
れ
ば
僅
か
六
選
よ
り
往
復
出
来
な
い

戸

斗

印

州

V

¥

(
J

告側
l
)
。
郎
主
O
O
米
の
距
離
増
加
に
よ
り
二
了
三
払
だ
け
時
間
期
ち
費
用
が
増
大
す
る
事
と
な
る
。
距
離
が
遠
く
な
る
に
警
告

百
分
率
が
高
〈
な
り
、
勢
働
授
が
増
加
す
る
に
従
ひ
純
政
大
が
減
少
す
る
。
農
舎
か
ら
農
地
ま
で
の
距
離
が
五
O
O
米
滑
大
す
る
毎
に
純
政
ス
が

(
語
封
じ

五
%
減
る
も
の
k
俄
定
す
れ
ば
、
或
る
間
離
に
於
て
純
枚
入
は
零
と
な
る
。
農
場
軌
道
の
設
備
あ
る
場
合
、
距
離
に
よ
る
純
枚
入
の
滋
減
率
は
五

0
0米
に
付
一
%
な
り
と
い
ふ
。
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
作
の
場
合
、
人
工
肥
桝
及
び
緑
肥
を
用
ふ
る
場
合
、
此
の
費
用
は
節
減
さ
れ
る
。

l
l普
通
の

撲
選
の
場
合
に
つ
き
国
各
宮
古
は
農
舎
か
ら
の
卒
均
距
離
一

0
0
0米
の
時
距
離
一
粁
を
増
す
毎
に
そ
の
債
値
下
落
は
一
等
地
一
五
万
、
一
一
等

地
一
三
%
、
一
一
一
等
町
一
O
%
、
四
等
地
八
%
、
五
等
地
七
%
、
六
等
地
六
%
、
七
等
地
主
%
、
八
等
地
四
%
で
あ
り
、
一
周
蛍
六
0
0
0
l一一一O

O
O
斑
の
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、
一

0
1九
%
、
叉
牝
牛
放
牧
地
は
一
八
%
、
積
放
牧
地
は
ご
一
l
l
二

μ
、
緬
羊
放
牧
地
は
O
な
り
と
計
算
し

て
ゐ
る
(
叶
}
丘
C

開

FFro-ge
】

W
C

門戸。口。
z
z
r
h伊丹回出口問・同
W
2
5
M
S
G
-
-
∞
・
き
)
?

同
蚊
の
構
成
、
或
は
建
物
の
構
造
及
び
農
舎
に
討
す
る
住
居
の
大
き
さ
の
比
率
は
、
気
候
・
経
日
常
事
情
・
土
地
の
宵
慣
・
火
事
及

び
話
伎
の
危
険
故
に
建
築
物
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

E
K
で
あ
る
。
側
々
の
建
物
が
一
つ
の
用
根
の
下
に
取
蜘
閉
め
ら
れ
る
場
合
と
、
幾

っ
か
に
分
離
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
に
は
細
長
い
形
の
場
合
、
品
開
形
の
場
合
、
或
は
正
方
形
(
地
下
工
事
)
の
場
合
が

あ
り
、
附
烈
に
し
で
書
多
い
山
岳
地
方
又
は
暴
風
の
多
い
海
岸
地
方
の
気
院
に
於
て
は
交
通
を
s

終
日
却
に
す
る
た
め
採
用
さ
れ
る
形
で

あ
る
が
、
特
に
小
結
替
に
於
て
今
月
の
労
働
符
不
足
に
針
躍
し
勢
働
及
び
不
必
容
な
道
路
を
節
減
す
る
た
め
に
も
有
意
義
で
あ
る
。

之
に
引
し
・
分
離
し
た
緋
成
の
も
の
は
火
災
に
到
し
安
全
で
る
っ
て
、
澗
-M
判
な
部
落
内
及
び
大
統
侍
に
趨
山
口
同
で
あ
る
。
た
ほ
、
建
物
を

分
離
す
る
場
合
、
建
物
の
川
K
生
や
る
正
方
形
・
短
形
・
同
形
・
字
国
形
・
卵
形
の
中
庭
は
陰
り
蹟
く
な
ら
ぬ
桜
に
す
べ
き
で
あ

る
。
然
ら
ざ
れ
ば
持
率
が
耐
倒
に
な
り
飴
り
に
犬
友
る
敷
地
を
要
す
る
事
と
友
る
。
同
町
敷
の
大
き
友
時
、
甚
だ
大
怒
る
中
庭
を
一
つ

設
け
乙
よ
り
は
小
さ
な
も
の
を
二
叉
は
そ
れ
以
上
設
け
る
方
が
よ
い
。
中
庭
は
舗
装
を
施
し
又
は
砂
利
乞
敷
き
、
塀
或
は
安
債
な
滑

か
生
向
で
仕
切
り
開
閉
出
来
る
戸
口
を
徐
り
多
く
な
く
設
け
、
印
刷
に
到
す
る
給
水
・
水
浴
・
防
火
の
た
め
に
油
断
掘
る
の
が
ん
孔
し

軌;茂英他の遜般具につい C{t Krafft， AckerblUlehre，出• :~50-:~58. 参照 3(誇註〉



ぃ
。
打
殺
又
は
飼
料
調
製
の
た
め
蒸
気
機
闘
を
用
ふ
る
場
合
に
は
、
手
附
労
働
若
く
は
事
力
又
は
電
力
を
用
ふ
る
建
物
左
離
し
て
別
棟

と
す
る
。
八
域
以
上
に
語
物
を
分
割
す
る
と
用
根
や
併
一
が
多
く
た
る
の
で
建
築
費
が
高
く
つ
く
。
各
々
の
建
物
は
失
点
の
目
的
に
最

も
よ
く
趨
ふ
様
な
位
置
に
、
特
に
そ
の
方
位
を
考
慮
し
て
建
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
住
宅
は
、
す
ぐ
中
庭
に
出
ら
れ
、
他
の
建
物
を
見
渡

す
事
が
出
来
、
し
か
も
共
庭
か
ら
H

と
の
建
物
へ
で
も
容
易
に
行
け
ろ
様
に
設
計
せ
ね
ば
た
ら
ね
。
家
の
一
呑
近
い
所
に
は
、
監
督
の

最
も
必
嬰
・
な
烏
合
・
牛
合
・
チ
ー
ズ
場
・
搾
乳
場
を
置
き
、
監
料
H

の
徐
り
要
ら
な
い
納
屡
・
物
置
・
牝
羊
合
・
牡
羊
合
は
そ
れ
よ
り

速
い
所
陀
置
く
。
建
物
の
則
詮
か
ら
言
っ
て
、
搾
乳
合
は
酎
肥
舎
と
離
す
べ
く
、
畜
舎
は
風
営
り
の
少
い
所
に
、
納
照
は
之
と
反
封

に
風
一
辿
し
の
良
い
所
に
、
叉
住
宅
は
南
向
き
に
、
健
康
的
で
漁
気
の
少
い
場
所
に
建
て
た
方
が
よ
い
。
叉
、
阪
肥
合
と
家
者
運
動
場

と
は
高
合
か
ら
直
ぐ
行
け
る
所
に
設
く
べ
き
で
あ
る
等
。
大
規
模
友
農
場
の
場
合
、
飼
料
・
葉
梓
・
厩
胞
の
運
搬
は
、

合
(
禾
議
・
禾
堆
)
、
落
合
、
厩
肥
舎
に
軌
道
叉
は
懸
雫
軌
道
を
設
け
る
と
著
し
く
便
利
に
な
る
。

積
々
の
気
候
及
び
経
済
事
情
の
下
に
あ
る
農
業
建
築
の
質
例

A

中
庭
を
紋
〈
一
棟
の
構
成
の
も
の

川

ggem-開
地
方
回

LmZ広
島
同
沼
津
地
の
問
。

pwga
型

六
本
(
例
外
的
に
は
四
本
叉
は
八
木
〉
の
牲
の
上
に
建
て
ら
れ
、
こ
れ
が
建
物
全
睦
の
土
蓋
と
な
っ

ζ

ゐ
る
。
竿
卒
均
気
温
入
・
豆

σ、
降
水
量
六
六
七
粍
。
三

O
米
の
深
さ
ま
で
沼
津
地
土
壌
。
馬
、

乳
牛
、
幼
替
は
冬
季
は
舎
飼
、
夏
季
は
放
牧
、
但
し
緬
羊
は
放
牧
の
み
で
あ
る
。
農
場
の
大
さ
は
約

六
O
陪
(
耕
地
二

O
階
、
放
牧
地
四
O
陥
)
、
全
国
債
を
大
家
畜
数
で
割
る
と
了
五

l
了
九
賠
と
な

る。

問
リ
泊
四
年
0
2
9
0
F
S
ロ
及

J
F
3
G
n
z
g
の
農
家
建
築

打
穀
場
が
東
方
に
開
き
そ
の
爾
側
が
畜
舎
と
な
っ
て
ゐ
る
。
打
穀
場
主
富
田
舎
の
二
階
が
乾
草
置
場
と

な
っ
て
居
り
之
を
出
E
S
と
呼
ぶ
3

打
穀
場
の
後
方
が
住
居
に
な
っ
て
居
り
、
之
は
事
姐
情m
に
よ
り

岡具揖るが一
7ll!!!atil白atム土.'ム土白-土=京石り小室及ぴ大型自篭簡を備へた塞臨所別等
hを
乞
有
し
て
ゐ
る
c

官
室
所
か
ら
外
へ
出
る
戸
口

農
業
経
管
に
が
、
け
る
建
物
の
意
義

4主
土品報1"1 

阿

一
定
の
藁
粋

C
官凶

午

し一一一一一一一一一
(1) Heuberg型農舎

、、
E 



。“

が
あ
る
。
住
宅
の
二
階
に
は
穀
物
置
場
と
若
干
の
寝
室
が
あ

る
。
建
物
の
爾
側
は
畜
舎
に
沿
っ
て
厩
肥
壇
場
と
な
っ
て
ゐ

る。
今
日
の
集
約
的
な
純
替
に
於
て
も
此
の

-
-
1
デ
ル
ザ
ク
セ
ン

式
投
舎
の
謀
本
的
性
絡
は
排
開
一
一
a

す
べ
き
で
な
い
。
此
の
古
い

設
計
の
趣
旨
を
生
か
し
て
大
刻
模
な
経
営
の
要
求
に
騒
ぜ
し

め
、
そ
れ
に
よ
り
甚
だ
合
間
的
な
設
計
を
篤
さ
ん
と
の
努
力

が
挽
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
大
規
模
な
ま
国
産
経
営
の
た
め
特

に
溺
常
で
あ
る
。
そ
の
質
例
ケ
次
に
示
す
〔
2
A
圏
、

向

者

丘

口

rgzu-o否
認
の
段
舎

建
物
の
様
式
は
土
壊
闘
係
で
斯
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

A
は
住
居
で
向
き
二
・
五

O
米
の
天
井
を
有
す
る
。
-
土
問
、

2
小
室
、

3
食
堂
、

4
下
女
室
、

K
革
命
所
、

B
畜
舎
、

5
馬
舎
、

8
仔
馬
、

7
便
、

8
牝
牛
、
9
ド
男
袋
、
刊
馬
具
、
日
ポ

νプ
付
井
戸
、

C
納
屋
、
時
打
穀
場
、
四
納
屋
、

D
車
隅
及
木
材
置
場
。

B

数
棟
よ
り
成
る
構
造
の
も
の

山

間

訟

の

E
S
E
M
の
農
舎

住
居
什
い
段
娘
の
右
ド
隅
に
山
村
し
屋
川
以
全
盟
セ
容
易
に
見
渡
し
得
る
。

l
土
刷
、

2
小
室
、
ー
寝
室
。

B
音
合

1
1馬
、

2
牝
午
、

3
飼
務
室
、

農
業
純
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

j、玄

4

k

u

古
室

豆、

去、
1 

n 
主"し
レ手之
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ぱ

4
肱
及
家
禽
o
C
木
材
及
機
具
置
場
、

D
納
段

1
1
打
穀
場
、

2
穀入料、

F
出
入
口
、
。
菜
園

寸一 r~

三
7J45 

f 

¥4) Schlesienの農舎

豆

一」

大経営の農舎)
 、，t 
{
 

向

。

Z
M
O
T
E
S
の
援
会

長
場
国
積
約
七

O
隔
、
屋
敷
は
南
北
に
長
い
。
納
屋
に
は
穀
倉
が
二
、
打
穀
場
が
一
一
附
属
し
、
打
穀
場
と
隣
接
す
る
耕
地
の
聞
に
出
入
口
か

設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

向
約
三
六
悶
の
大
経
営
の
農
舎

住
居
は
一
階
が
小
袋
二
、
寝
室
、
墓
所
、
食
堂
各
一
よ
り
成
り
、
二
階
は
屋
根
裏
小
部
屋
及
燥
製
容
一
各
一
と
な
っ
て
ゐ
る
。
建
築
費
四
五

0

0
マ
ル
ク
。
畜
舎
は
牝
牛
一
一
一
頭
、
豚
舎
三
室
、
家
禽
室
、
倒
的
利
室
を
備
へ
、
一

=
η
0
0
マ
ル
グ
。
納
屋
に
は
穀
倉
一
一
、
打
穀
場
一
が
あ
り

農
業
極
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

L__ .J '! 
「てil!

1ートイ

~ 

。剖holsteinの渋舎

申

を

回
」
什
を

(5) 

四
五



農
業
紹
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

四
六

倉
の
容
積
は
入

O
O立
方
米
。
そ
の
右
側
は
草
嗣
及
機
具
置
場
。
一
二
五

0
マ
ル
ク
。

川
大
農
場
の
建
物
ハ
一
今
回
闘
省
略
〉

之
は

Na口
宮
口
の

MW2-2g
に
在
る
屋
敷
で
最
も
現
代
的
な
様
式
で
る
り
、
電
気
の
陸
用
・
動
力
用
施
読
を
有
す
る
。
農
場
の
規
模
四

O

陪
。
建
築
費
、
住
宅
凶

0
0
0
0
マ
ル
ク
、
牝
牛
舎
二

0
0
0
0
マ
ル
グ
、
豚
舎
及
家
禽
舎
一

0
0
0
マ
ル
グ
、
馬
舎
は
預
備
舎
及
び
車
庫

色
合
し
て
一
六

0
0
0
7
ル
グ
、
納
屋
入

0
0
0
マ
ル
ク
、
燈
用
・
動
力
用
・
揚
水
用
電
気
施
設
五

0
0
0
マ
ル
ク
。

間

岡

山

mg岱
岳
の
小
作
屋
敷
(
可
笹
口
宮
間
三
島
cケ
!
卒
閉
園
省
略

i
線
建
築
費
四
六

0
0
0
マ
ル
ク
。

開

P
2
2日円
N

の
騎
士
領
屋
敷
(
同
w
r
g『
聞
包
与
え
冷
静
岡
燈
及
管
気
動
力
設
備
あ
り
、
農
場
の
出
国
さ
一
七
五
階
、
畜
舎
は
馬
一
八
、
豚
五
O
、

牝
豚
六
l
八
、
街
豚
一
一
、
牝
牛
三
六
、
牡
牛
三
六
頭
を
収
容
す
る
ハ
園
略
)

O

川
南
部
ハ

Y

ガ
リ
1
岡
山

g
広何人⑦
E
に
在
る
ブ
ロ
ー
ド
リ
ヒ
大
公
国
⑦
】

HE
領
の
邸
宅
〔
闘
賂
〉
。
面
積
四
九
四
・
四
五
階
、
そ
の
中
耕
地
二
六

.k
・
二
一
的
、
ホ
ヅ
プ
闘
六
・
五
問
、
牧
草
地
一
六
入
・
六
問
。
家
事
同
は
筑
牛
一

O
豆
頭
、
牡
牛
コ
一
、
馬
三
二
、
種
豚
三
六
及
び
幼
豚
二

O
O頭

で
、
大
家
畜
一
一
鎖
営
り
の
耕
地
面
積
は
了
七
二
附
で
あ
る
ハ
沼
津
地
の
農
場
組
織
〉
。

農
業
絡
管
に
於
け
る
建
物
の
構
治
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
は
次
の
女
献
そ
参
照
。
同
〕
吋
-
F
ι
皆

同

g
s
m
己
目
白
書
J

H

b

出
品
司
.
，
円
。
弘
吉
田
・
品
-

k
p
同国・回。ュ・

]sc・
m-
吋
∞
の
出
塁
母
国
甘
え
の
項
一
回
・
同
州
E
F
P
H
)
2
5
Z
N丘四
-
w
r
o

句
。
ぇ
r
mロ
-
-
H
色目
U
N
-
-
g
u
一何百四⑦】
'm仙
凸

}
E
F
2
H
m
国
mbιr'

L
g
]笹口《同巧・国
H
W

ロ司
2
2
M
F
U
・
K
M

口
出
.
目
。
ュ
・
】
∞
己
・

建
物
資
本
の
制
は
叫
だ
阿
々
で
あ
っ
て
、
建
物
の
様
式
、
習
慣
、
十
峻
、
衆
院
、
経
管
方
式
、
副
業
の
存
否
、
交
誼
・
販
路
・
附
労

働
布
引
の
欣
態
に
よ
り
光
る
。
土
出
世
盟
沃
な
る
相
、
気
候
不
良
な
る
程
、
排
作
が
集
約
的
な
る
程
、
建
物
資
本
の
制
は
そ
の
反
到
の
場

合
よ
り
も
一
般
に
大
と
な
る
。
士
民
不
良
な
る
農
場
は
土
質
通
常
、
な
る
農
場
よ
h
h
も
多
く
の
建
物
資
本
を
必
要
と
し
、
排
転
の
た
め

過
度
に
多
数
の
役
選
を
川
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
特
に
然
り
で
あ
る
。
生
売
物
注
一
時
に
倉
庫
に
収
納
せ
ね
ば
友
ら
友
い
穀
作
経
替
は

牧
略
物
を
一
一
時
附
ト
ピ
放
世
し
て
ゐ
く
事
が
出
来
或
は
ど
し

E
し
之
を
工
場
に
選
っ
て
し
ま
ふ
甜
菜
摂
侍
よ
り
も
、
多
〈
円
建
物
を

必
.
安
と
す
る
。
林
地
が
多
く
牧
市
地
が
ゆ
い
如
何
、
必
要
友
建
物
資
本
の
額
は
増
大
す
る
。
一
般
的
な
原
則
と
し
て
、
土
地
問
格
が
低

廉
で
出
場
資
本
が
小
な
る
紅
、
建
物
資
本
の
全
資
本
及
び
呆
礎
資
本
ハ
。

Z
E
E
-
Z
3
に
封
す
る
比
率
は
小
と
な
り
、
農
場
資
本

が

多

く

地

問

が

九

州

い

川

村

山

地

物

資

本

引

率

は

低

く

た

る

り

山

市

g
g
L
2
2各
自
同
b
E
Z目
立
盟
社
民
仲
間
『
箆

ハ
4
巾

H-m九「

(
u

・
4
・
a吾川
日
目
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MHUmgε-pc
出
三
回
ι向
}
F
E
m
d
d》
2
R
}山
花
開
E
S
E
-比
佐
々
立
国

(vF2HHELd司・

ロ
A
U

時
『
同
乙
耳
目
ロ
ロ
月

RH門
戸
》
の
丹
岡
山
々

-gdS
同町由。己申【
-
v
m
H
A
，己
r
F
Y飾
品
】

同
山
?

A7
・52umH・
-
H
2
2・同
-FEZ--cgu
訟
・
忌
ω司
・
)
此
の
調
布
に
よ
れ
ば
、
調
逸
に
於
け
る
一
一
阿
古
り
ぷ
I

均
建
物
資
本
絹
は
四
一
一
三

マ
ル
h
T

で
あ
り
、
各
服
に
於
け
る
そ
の
千
均
制
は
二
三
九
!
一
二
万
一

0
マ
ル
ク
で
る
る
。

d

人
袋
一
時
資
本
に
釘
す
る
比
率

ω
平
均
は
金

調
逸
に
つ
い
て
は
一
一
一
二
一
・
八
%
、

各
腕
の
平
均
は
一
五
・
一
五
六
・
五
dw
で
あ
る
の

大
惜
に
於
て
そ
の
比
率
は
二

O
i四

od河川但しは

で
あ
る
n

建
物
資
本
が
大
な
り
や
小
友
り
や
と
い
ふ
事
は
そ
の
絶
封
額
だ
け
で
は
判
断
問
米
ね
も
の
で
あ
っ
て
、
家
書
数
及
び
良
川
匂

資
本
と
の
闘
係
を
見
友
け
れ
ば
分
ら
な
い
。

農
地

7
0乃
至
=
一
・
四
千
均
二
・
五
陪
に
付
人
家
高
一
一
間
b
t
保
有
し
、
大
家
者
一
頭
川
H

川

大
家
者
一
一
岡
山
H

川
り
千
均

a
-
-
K
阿

り

ω
玄
同
舎
建
築
費
が
建
物
の
構
造
に
従
ひ
一
一
川

υ
1三
O
O
l問
0
0
マ
ル
ク
な
り
と
す
れ
ば
、

の
場
合
の
一
阿
古
り
建
物
資
本
額
は
、

高

合

納
足
、
住
民
、
穀
合
等
(
大
約
玄
同
合
、
F-

同
舗
と
し
て
)

九
九
ハ

l
一
二

0
1
一
六

0
マ
ル
ク

一
九
二

11二
問
。

l
三
二

0
マ
ル
ク

ゼ
1
ル
ホ
ル
ス
ト
が
一
八
九
二
年
K
行
っ
た
調
作
に
よ
れ
ば
、
建
物
資
本
の
舗
は
普
通
弐
の
通
り
で
あ
る
ミ
・
芋
己
目
H
A
2
7

J
1
2
・F巴
E
U
ニ
弓
閣
の
ら
位
ロ
ユ
乙
ロ
名
目
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会

E
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B
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H
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h
p
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仕
え
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0
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Eプ
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・
叶
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マ

一一五一

l
き
0

マ
ル
ク
き
一

l
七五
0

マルク

農
地
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地
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一
泊
蛍
建
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資
本

地
僚
に
濁
す
る
比
率

(ロ)

農

地

の

大

一
陪
蛍
建
物
資
本

土
地
資
本
に
謝
す
る
地
率

さ

一五
0

マ
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以
ド

五
五
・
七
マ
ル
ク

昌一・岡山川

一O
O一
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一
一
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五
・
さ
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農
業
極
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

四
八

一
般
に
建
物
資
本
ハ
新
築
低
値
〉
は
農
場
資
本
(
土
地
資
本
及
び
建
物
資
本
〉
に
封
し
少
い
場
合
で
一
O
|
二

ouw、
普
通
一
一
五

!
四

ouw、
多
い
場
合
は
問
。
|
五
O
M
m
或
は
そ
れ
以
上
の
割
合
を
占
め
る
。
し
か
し
建
物
の
時
慣
は
新
築
債
格
に
比
し
年
々
低
下

す
る
も
の
で
通
例
新
築
慣
仙
の
六
O
l
八
O
μ
程
度
で
あ
る
か
ら
、
建
物
資
本
の
時
債
の
農
場
資
本
に
封
す
る
比
率
は
夫
々
七
l
一

四
%
、

一
八
l
二
八
%
、
二
八
l
コ
一
五
%
と
友
る
。

建
物
安
(
の
巾
広
三
巾
邑
え
の
)
即
ち
建
物
利
用
の
た
め
の
年

k
u
経
費
は
、
建
物
資
本
の
利
子
(
敷
地
に
封
す
る
も
の
を
も
含
む
)
、

建
物
資
本
の
償
却
費
、
修
時
代
、
保
険
料
及
(
沢
民
税
よ
り
成
る
。

石
越
の
建
物
は
木
地
の
も
の
よ
り
も
多
額
の
建
物
資
本
、
従
ワ
て
多
く
の
資
本
利
子
を
要
す
る
。
し
か
し
石
誌
の
場
合
に
は
木
誌

の
場
合
よ
り
も
償
却
費
・
修
結
費
・
保
険
現
在
節
約
出
来
る
か
ら
資
本
及
利
子
の
多
額
な
の
を
或
る
程
度
償
ひ
作
る
ァ
仰
し
経
常
利

織
の
経
更
に
臨
じ
改
迭
を
行
ふ
場
合
、
石
迭
の
も
の
は
屡
k

を
れ
が
不
可
能
で
あ
り
、
叉
は
樹
端
K
多
額
の
経
費
を
裂
す
る
。
之
に

反
し
木
造
の
も
の
は
改
造
殺
を
要
す
る
事
少
く
改
詰
は
比
較
的
容
易
に
行
は
れ
得
る
。
簡
易
友
建
物
は
使
則
年
限
が
短
い
の
で
、
持
唆

化
し
た
粧
皆
事
情
に
適
合
す
る
様
進
歩
に
臆
じ
た
改
築
を
潟
し
得
る
の
便
が
あ
る
。

例
へ
ば
、
農
場
資
本
が
一

0
0、
0
0
0
マ
ル
グ
で
あ
り
、
建
築
方
法
の
差
異
に
よ
り
建
物
資
本
が
農
場
資
本
の
二
O
%
及
び
五
O
M
で
あ
る

二
つ
の
場
合
を
考
へ
る
。
償
却
費
及
び
修
繕
貨
が
二
%
な
り
と
す
れ
ば
、
血
球
場
資
本
は
同
額
な
る
に
拘
ら
ず
そ
の
利
潤
率
は
前
者
が
三
・
六
%
、

後
者
が
一
・
五
%
と
な
る
。
即
ち

ハ
け
益
減
M
計
局
)
』
持
防

棚

脚

註

糊

g

・8
0
4
字
、

x
w
ぷ
H
4
・0
0
0
4
￥
hy
一

M
o
b
s
4

ベ同
1

j

0

4

子
、
一

(
x
u
・臥ミ
)
u
u
-
a
o
o

二
g
w
O
O
O
(
x
-
-
u
m仏
〉

H
ご
明
0
0
0

u
O
W
C
C
0
4
￥
k
y
x
u
ぷ
H
N
U
0
0
4
F
K可

U
0
・0
0
0
4
p
k
y
x
N
ぷ
H
7
0
0
0
4
p
k
y

】
(
〕

OW000

一
O
O
年
以
上
使
へ
る
石
浩
の
納
屋
が
六
0
0
0
マ
ル
グ
、
五
O
年
よ
り
使
へ
な
い
木
造
の
納
屋
が
四
0
0
0
マ
ル
ク
掛
る
と
す
る
。
木
造
に
す

れ
ば
ニ
O
O
C
マ
ル
ク
節
約
出
来
、
之
を
年
利
率
三
%
に
廻
せ
ば
五
O
年
で
元
利
八
七
六
八
マ
ル
ク
と
な
り
之
か
ら
改
築
費
四
Q
0
0
マ
ル
ク
そ

差
引
い
て
も
な
ほ
凶
七
六
八
マ
ル
ク
の
絵
剥
止
な
る
。



年
k

の
一
償
却
授
の
傾
は
、
建
物
が
堅
牢
な
る
科
、
使
川
し
て
ゐ
る
建
築
材
料
が
耐
久
的
及
る
料
、
建
物
の
使
用
が
町
時
で
修
理
が

よ
く
行
は
れ
る
程
小
と
な
る
。
小
破
は
趨
時
之
を
柿
修
せ
ね
ば
友
ら
な
い
。

石
迭
に
し
て
士
一
量
出
固
な
る
建
物
の
使
用
年
限
は
一
0
0
|
二

O
O年
又
は
そ
れ
以
上
、
木
浩
に
し
て
土
議
堅
固
な
る
も
の
は
七

O
l
一一一。

竿
、
償
却
費
は
前
者
に
於
て
一

Ito-五
%
、
後
者
に
於
て
は
了
間
1
0
・
入
%
で
あ
る
。
粘
土
泊
巡
り
叉
は
粗
治
煉
瓦
の
場
合
は
最
大
ニ
リ
l
二

五
年
、
土
塞
が
問
中
一
回
で
屋
根
も
大
き
い
漆
喰
仕
L
L

の
も
の
は
手
入
が
良
け
れ
ば
問
。
|
五

O
年
、
そ
の
償
却
費
は
五

l
二
%
で
ゐ
る
。
多
く
の
場

合
、
新
築
よ
り
陵
棄
に
至
る
迄
の
す
べ
て
の
段
階
が
存
す
る
か
ら
年
々
の
償
却
費
は
卒
均
し
て
等
し
く
な
る
。
け
れ
ど
も
若
し
新
し
い
も
の
叉
は

古
い
一
・
も
の
の
敷
れ
か
笠
儀
計
に
あ
る
場
合
、
年
ム
ベ
の
建
物
滅
償
額
か
ら
利
字
、

E
礁
に
言
へ
ば
逓
増
し
つ
つ
為
る
積
立
金
の
複
利
を
差
引
い
た
も

の
を
償
却
金
と
し
て
経
営
枚
入
か
ら
引
去
る
。
積
立
金
の
利
子
及
び
複
利
を
考
慮
す
れ
ば
、
土
地
改
良
の
場
合
と
同
版
、
償
却
金
は
そ
の
分
だ
け

被
少
し
、
そ
れ
で
結
局
使
用
年
限
の
終
期
に
於
て
そ
れ
ま
で
の
償
却
金
の
合
計
額
が
最
初
に
投
下
し
た
資
本
額
に
等
し
く
な
る
答
で
あ
る
。
複
利

計
算
法
に
よ
っ
て
こ
の
闘
係
を
突
に
示
す
。
(
k
p

・
同
Z
E
2
z
d
F
L・
C
C
【
片
目
・
国
自
主
・
含
『
同
事
-
F
S
L司
--H
・4
t
r
E
四
・
お
き
・
3
・コ担
Z
・
ヨ
担
・
)

a
ー
の
〈
』
l
H〉

2

1

1

1

1

 

例
へ
ば
年
利
奈
川
%
と
し
て
各
使
用
年
限
に
岨
到
す
る
年
償
却
寧
は
突
の
通
り
L

一
な
る
。

一

O

O

年

0

・

0

八

O

八

%

E

O

年

0

・

歪

き

%

九
O
h
M
0
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一
己
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八
グ
四
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)
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C
五二一一一
ρ

THh官
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当
数

。H蕗川市一]盤
ロ
H

溌
週
刊
蔚
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L
十
七
円
七
日
立
掛
川
ゾ

入。

MM

0・一八一凶作リ

一
d
O
U
7

一・七
λ

一言。

七(〕

uv

0・一一七回五グ

Cコ
グ

Z

・歪八一
7

六
(
)
グ
0
・
四
一
宍
)
一
一
h
H
一
(

)

U

N

A

-

語ニ九一グ

使
用
年
限
n
年
な
る
時
凹
日
午
後
の
償
却
積
立
金
の
現
在
高
或
は
建
物
の
滅
償
額
A

り
算
出
せ
ら
れ
る
。

除。
(
ρ
E
l
H〉

《

HE--

建
物
資
本
が
償
却
済
に
な
る
迄
の
年
数
は
弐
の
4

公
式
で
求
め
ら
れ
る
。

ハ
従
っ
て
、
償
却
す
べ
き
、
金
額
の
残
傾
も
〉
は
弐
の
↓
公
式
に
よ

農
業
組
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

円
九



農
業
極
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

ロ
!! 

!日
|素
直百

戸十
O:t 
m 、
正三 1'-"
11 
， ...... 

10 
|拘
俗、

{
同
「

ω、F
H倫
明

b
δ
倫
州
法
]
瓜
凶

例
へ
ば
利
率
四
%
な
る
時
の
償
却
年
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
@

償
却
市
中

年
数

4112 
% 

建
物
新
築
資
金
を
特
に
積
立
て
る
と
と
友
く
、
経
皆
牧
入
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
建
物
償
却
年
賦
金
を
流
通
資
本
に
繰
入
れ
、
此
の

ζ

れ
は
飴
り
宜

償
却
期
中

年
!攻

償
却
率

l
j
'
/
O
 

，.
n
匂
ノ

つ3
4

a

% 

56 

2 

% 

212h 241h 28 

% 

21/2 
% 

4 

% 

41 

j1/~ 
% 

33 

3 
% 

五
O 

年
161/4173/41911z数

償
却
率

11 151/12 

5 
% 

7112 
% 

10 

% 

81/2 

し
く
な
い
。

資
本
が
増
大
す
れ
ば
新
築
が
出
来
る
と
考
へ
る
向
も
多
い
が
、
や
は
り
き
ち
ん
と
し
た
積
立
を
す
る
の
が
本
営
で
、

修
繕
費
の
額
は
建
物
の
種
類
、
使
巾
方
法
、
建
物
の
年
齢
に
よ
り
一
様
で
は
な
い
。
石
遣
の
も
白
は
木
造
の
も
り
よ
り
も
修
絡
の

費
川
を
要
す
る
事
少
く
、
者
合
及
び
工
業
用
の
建
物
は
住
宅
又
は
納
尾
よ
り
も
多
く
の
経
費
を
要
し
、
古
い
建
物
は
新
し
い
建
物
よ

り
多
く
の
修
絡
を
せ
ね
ば
友
ら
友
い
。
修
結
授
は
新
築
第
一
年
目
に
は
零
で
あ
る
が
段
k

高
率
と
な
り
、
新
築
師
値
の
利
子
に
等
し

い
棋
度
に
一
余
る
。
修
特
捜
の
建
物
時
慣
に
到
す
る
百
分
率
は
建
物
の
時
慣
が
建
勤
す
る
た
め
起
し
く
鑓
勤
し
、
時
に
は
極
端
な
率
に

な
る
事
も
あ
る
か
ら
、
修
繕
伐
の
率
は
新
築
慣
値
を
仲
裁
准
と
し
て
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。
建
物
の
年
齢
又
は
維
持
年
敢
に
臆
'
じ
た
修

結
究
を
算
定
す
る
た
め
、
建
物
使
用
の
年
肢
を
第
一
明
か
ら
第
五
期
迄
に
分
ち
、
夫
々
の
期
に
封
し
修
結
山
口
組
制
(
使
用
年
限
数
×

平
均
修
結
提
)
の
旬
、
加
、
旬
、
引
川
、
切
を
配
世
す
る
と
よ
い
。

塗
袋
及
漆
喰
、
屋
線
、
門
及
門
扉
の
維
持
に
つ
い
て
は
別
途
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

火
災
保
険
料
は
建
築
材
料
、
建
築
構
治
、
間
企
、
火
災
の
危
険
程
度
誌
に
建
物
の
位
置
と
泊
火
施
設
の
如
何
に
よ
り
呉
る
。
そ
れ



は
行
迭
の
場
合
に
二
・

O
l問
・
五
、
木
遣
は
二
・
五
|
五
・

0
、
藁
葺
は
コ
一
・

0
i五
・
三
，
%
程
度
で
あ
る
。

建
物
費
年
傾
の
建
物
資
本
「
新
築
旧
民
値
〉
に
製
す
る
比
率
は
建
物
資
本
利
下
を
別
と
し
て
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

イ

石

治

の

場

合

(ロ)

住

宅

務

働

者

宿

舎

畜

舎

納

長
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物

置

工

業

用
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な
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ざ
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住

宅
労

働
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宿

舎

膏

舎
納

慮

、

物

置

工
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建
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一・五一
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一・完
l
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=・
2
0
!
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盟

一一・一一平
l

ム一・=八

一
一
会

l
z人一

=・き
1
5
・
8

=
・
盟
|
=
二
口
王

子
九
O
!
?
0
0

債
値
に
封
し
住
宅
は
四

Mm、
管
業
用
建
物
は
二
%
で
あ
る
。

家
国
税
は
住
宅
の
み
に
課
せ
ら
れ
、
議
合
・
穀
倉
・
納
旧
民
・
車
庫
に
は
謀
せ
ら
れ
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
け
る
そ
の
額
は
利
用

(
認
註
)

建
物
の
償
却
に
つ
い
て
は
別
な
基
礎
に
よ
る
方
法
が
最
近
ラ
ウ
ル
に
よ
り
示
さ
れ
て
ゐ
る
c

却
ち
、
建
物
は
そ
れ
を
構
成
す
る
各
部
分
に
よ
り

治
結
の
程
度
を
異
に
す
る
か
ら
、
先
づ
建
物
を
そ
の
構
成
分
下
に
分
解
し
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
毎
に
別
々
の
償
却
計
算
を
行
ふ
。
そ
の
際
建
物
の
使

用
年
限
は
時
々
之
を
査
定
せ
ね
は
な
ら
ぬ
事
と
な
る
。
し
か
し
て
大
修
繕
は
す
べ
て
増
加
と
し
て
記
帳
し
、
そ
の
代
り
大
修
繕
の
た
め
娃
に
屡
h

強
度
に
損
傷
す
る
部
分
に
針
し
比
較
的
大
な
る
減
償
額
が
計
上
さ
れ
る
。
建
物
の
構
成
部
分
は
弐
の
様
に
分
類
す
る
。
付
償
却
せ
ざ
る
部
分

l
敷

地
及
び
陵
棄
償
値
、
伺
償
却
す
べ
き
部
分

l
a基
礎
部
分
、
即
ち
全
期
間
中
使
用
す
る
も
の
|
設
計
、
建
築
監
督
、
穴
婚
、
基
礎
工
事
、
島
一
壁
、

乾
い
た
場
所
の
桁
、

b
補
修
部
分
、
即
ち
使
用
期
間
中
に
一
度
乃
至
数
度
補
修
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
|
屋
根
及
び
屋
根
木
摺
、
土
問
、
漆
喰
、
板

農
業
経
管
に
於
け
る
建
物
の
意
義

五
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設
業
組
問
品
に
於
け
る
建
物
の
意
義

五

壁
、
塗
粉
、
窓
雨
戸
、
潟
っ
た
場
所
の
桁
、
鈴

γ
・
底
油
出
の
仕
事
、
電
気
設
備
、
陸
臨
及
置
。
基
礎
部
分
の
使
用
年
限
は
そ
の
建
物
の
使
周
年
阪

と
同
じ
に
見
て
よ
い
が
償
Mt部
分
の
竿
限
は
弐
の
通
り
で
あ
る
。

μι 

あ
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